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趣味の野球救急活動訓練の様子
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火災救出訓練の様子

【所在】

荒町 107 番地 1

【業務開始】

1972 年4 月
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　消防署では消防士が 365 日 24
時間、災害に備えて待機し、火災
等の災害が発生すると昼夜を問わ
ず出動します。 また、災害が発生
していないときは、災害に備え訓
練を行ったり、事業所等の立ち入
り検査や小学校等で避難訓練の指
導を行うほか、出動後の報告書の
作成などの事務も行っています。

苦労したことはありますか？

　入庁して半年間は、全寮制の栃
木県消防学校で、現場に必要な知
識や資機材の取り扱い技術を習得
するため、基礎訓練を通し学びま
した。しかし、実際の現場は学校
での訓練とは異なり、予期せぬ事
態が起こることもあり、早急な判
断と対応を迫られることです。

職場の雰囲気はどうですか？

　世代が幅広い職場ですが、困っ
たときは先輩方がどんな時でも手
を止めて丁寧に指導してくれるの
で、安心して業務に取り組むこと
ができます。

今後の目標を教えてください

　消防車やポンプ車の運転ができ
るよう、大型免許を取得したいで
す。また自分が消防士になるきっ
かけをもらったように、現場で少
しでも安心感を与えられるような
消防士になりたいです。
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業務内容を教えてください

　真岡消防署に配属され 2 年目に
なります。火災現場での消火活動
や救急隊の活動支援、救急救命士
として救急車に乗車し、傷病者を
医療機関に搬送する業務を行って
います。また、放水訓練やロープ
を使った救助訓練、救急現場を想
定した訓練も日々行っています。

入庁のきっかけは何でしたか？

　高校生の時、部活動中に部員が
倒れ、救急車を呼びました。その
時に冷静かつ迅速に対応してくれ
た女性の救急隊員の姿に憧れて入
庁しました。

やりがいは何ですか？

　火災現場で延焼を防げた時や、
救急現場でいろいろな方の多くの
命をつなぎ留めることができた時
にやりがいを感じます。また傷病
者やその家族から「女性の隊員さ
んがいてよかった。安心した」と
言ってもらえた時は、とてもうれ
しかったです。
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「定期点検整備実施」「保証」の有無を確認する

　「現状販売」として定期点検なし・保証なしで
購入した場合、修理費は全額自己負担となります。

「支払総額が安い」だけで購入を判断せず、購入
後のリスクを考慮し、整備費用や保証が付いてい
るか、購入前に確認しましょう。
自動車の契約はクーリング・オフがありません

　注文書等を提示されたら、すぐにサインをせず
車両価格や諸費用など、商談した
内容が正確に記載されているかを
しっかり確認することが重要です。

・販売店選びのポイント

（一社）中古自動車販売協会連合会や、（一社）自動車
公正取引協議会などの業界団体加盟店である

　【相談窓口】 消費生活センター （くらし安全課内）

　 ℡ 0285-84-7830　（ハナシテナヤミナシ）
　 平日　9:00～12:00　13:00～16:00　※相談料無料
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　中古車は新車と違い、1台ごとに
品質が異なり、経年劣化などによる
不具合が発生する場合があります。
購入者は、これらを承知の上で購入
しているとみなされます。

・購入前の確認ポイント

中古車の店頭および広告の販売価格表示は「支払総額」

　中古車は、購入時に最低限必要となる価格を
「支払総額」の名称で表示します。
支払総額には「車両価格」と「諸費用

（保険料、税金、登録時に伴う費用
など）」が入ります。

中古車購入は慎重に
即決はせず、現物を見て、試乗することが大切

あの日あのころ
第429 回
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　私は、昭和 8 年台町で 5 人きょうだいの 3 番目、
長女として生まれました。
　昭和 16 年 12 月、小学 2 年生の時に太平洋戦争
が始まりました。小学 5、6 年生の時は、勉強より
も出征兵士がいる農家で田植えや麦・稲刈りなど
をする勤労奉仕をしたほか、登校前にイナゴを取り
学校へ持って行きました。学校には兵隊が駐屯し
ており、馬もたくさんいて、兵隊が町内をまわり
茶殻などを集めていました。市内のお寺には東京
から集団疎開の学童たちがいましたね。また、衣服
や食料は配給制だったので、昼食の時は自宅で芋

や大根飯を食べていました。当
時、真岡駅付近の自宅の前には
道を隔てて、大きな倉庫や SL の
機関庫がありました。戦時中、
上空からの敵の攻撃を避けるた
め、建物は乳牛のように黒でま
だら模様に塗られ、カモフラー
ジュされていました。昭和 20
年 7 月、宇都宮大空襲の夜、真
岡にも旧芳賀日赤病院からとき

わ町にかけて焼夷弾が投下され、まちが火の海とな
りました。雨が降る中、2 歳になる妹を背負った母
に手を引かれて台町の川沿いを西郷方面に避難しま
した。リヤカーや荷車を引いた人がたくさんいたの
を覚えています。
　終戦後、学校制度が変わり、真岡女子高校併設中学
校へ通いました。勉強だけでなく、くわなどを持ち
亀山方面の開墾や田植えもしました。また、夏に茶
臼岳を登山したり、高校近くの駄菓子屋でポンせん
べいを作ってもらい友達と食べたり、土曜の夜に友
達と映画を見て、私の部屋で雑魚寝をしたことなど、
どれも懐かしい思い出です。当時の真岡の様子はと
言うと、大前神社のお祭りでは臨時バスが出て、田
町大通りでは初市が行われ、大勢の人でにぎわって
いました。高校生の頃は、運動会で「ファスト」を
踊りました。また、創立 40 周年を記念した文化祭
では、生徒の作品展示や音楽会、食事の販売が行われ、
友人と泊まり込みでうどんの薬味のねぎ切りをした
のも思い出です。うどんは「乙女うどん」と名づけ
て販売し、人気メニューでした。
　そして時が流れ、真岡女子高校の友人 12 人で五月
会というグループをつくり、毎年旅行や新年会など
を企画して、学生時代の思い出を振り返りながら、約

40 年ぐらい楽しいひ
と時を過ごしました。
　現在、私たち夫婦
は、 令 和 7 年 10 月
で結婚 70 年になり
ます。夫婦共に健康
でプラチナ婚を迎え
られたらありがたい
です。▲20歳の芝野さん

▲五月会 （真岡女子高の同級生）

との旅行先にて


